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一般社団法人浪速工業会・都島クラブ　現在会員数 ◆ 合計450名

◆Ｍ・機械87名、ＭＥ・機械電気24名◆Ａ・建築77名◆Ｅ・電気・電子工学154名◆Ｃ・土木・都市工学35名◆ＣＩ・工業化学・理数53名◆Ｌ・普通12名◆工専8名

2020年5月23日（土）

令和2年度

総会のご案内
一
般
社
団
法
人 

浪
速
工
業
会　

都
島
ク
ラ
ブ
の
今
年
度
の

総
会
を
左
記
の
通
り
開
催
い
た
し
ま
す
。
ご
多
忙
中
の

こ
と
と
お
察
し
致
し
ま
す
が
、
万
障
お
繰
り
合
わ
せ
の

上
ぜ
ひ
ご
出
席
く
だ
さ
い
。

●
日
時　

2
0
2
0
年
5
月
23
日
（
土
） 

13
時
～
16
時

●
場
所　

東
京
住
友
ク
ラ
ブ　

　
　
　
　
　
　

新
宿
区
西
新
宿
２
・６
・１　

新
宿
住
友
ビ
ル
47
階

　
　
　
　
　
　
　

Ｔ
Ｅ
Ｌ
・０
３
・３
３
４
４
・６
２
８
５　
　
　
　
　
　

●
親
睦
会
会
費　

７
、
０
０
０
円
（女
性
会
員
は
４
、
０
０
０
円
）

　

 　
　
　
　
　
　
　
　

新
規
卒
業
の
会
員
は
無
料

　
　

※
同
封
の
返
信
は
が
き
又
は
E
メ
ー
ル
に
て
、

　
　

3
月
31
日
ま
で
に
お
申
込
み
下
さ
い
。

　
　

東京住友クラブ

にて開催します！

講演会を開催します
東南アジアの遺跡・寺院を訪ねて2

新宿住友ビル47階

昨年度の総会ご出席者

高見　積 理事長、柘原　康友 学校長　

参加者31名+来賓2名　合計33名

M34石川芳夫　M34太田静三  M36西村　功　M42前田範行
M42山口忠雄  M53吉川賢司（副理事長）

ME40松本良治

機 械 科
6名

機械電気科
2名

来　賓

A28酒井　保  A37森　芳信　A44水守恵子　A47西口勝臣
A48田淵成明　A57信原利行　A59尾川浩之　H05黒川信弘
A52平林　孝（総務部長）

建 築 科
9名

C33明見和彦　C37渡辺清風
土 木 科
2名

CI32松井駒治　CI34柴田幸次　CI37五十嵐三喜雄
CI40菅家亘通　CI45藤原啓治（広報部長）

工業化学科
5名

E30三田義治　E35田中　浩　E35芳仲　宏　E36赤尾仁史　
E36石垣英明　E36馬江治喜　E36笹治博司  E36竹村繁幸

電 気 科
8名

ＪＲ〔新宿駅西口〕より　徒歩8分

東京メトロ丸ノ内線〔西新宿駅〕より　徒歩3分

都営地下鉄大江戸線〔都庁前駅〕　直上

交通のごあんない

一般社団法人浪速工業会・都島クラブ総会

多数ご参加ください
同期・先輩・後輩お誘いあわせの上

昨年度総会写真　（令和元年5月11日）

カンボジア、ミャンマー、インドネシア、ベトナム、タイ、ラオス
に於ける遺跡と街並み風景の紹介

第7回MMSで発表した内容を要約
し、東南アジア各地の遺跡や寺院、
街並みなどを写真で紹介します。
アンコールワット、バガン、ブランパ
ナン、ボルブドール、タナロット寺院
、ハノイ、ダナン、ホイアン、チェンマ
イ、チェーンライ、ルアンバパン、ホ
ーチミンなど。

講師：A57　信原　利行氏
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昭和26年8月　全国高校野球大会試合経過

最高裁判所玄関前にて集合写真

　

例
年
、
盛
夏
の
中
、
甲
子
園
で
催
れ
る
全
国
高
校
野

球
大
会
は
、
本
年
は
大
阪
府
代
表
、
履
正
社
高
校
が
優

勝
し
た
。
八
月
が
来
る
と
、
思
い
出
す
の
は
昭
和
二
十

年
八
月
十
五
日
終
戦
の
日
と
昭
和
二
十
六
年
八
月
全
国

野
球
大
会
に
母
校
が
出
場
し
た
事
で
あ
る
。
母
校
、
都

島
工
業
高
校
は
、
強
豪　

平
安
高
に
準
々
決
勝
で
戦
い
、

延
長
10
回　

1
対
0
で
惜
敗
し
た
。
ア
ル
プ
ス
ス
タ
ン

ド
の
席
か
ら
、
満
員
の
観
衆
の
中
を
売
り
歩
く
行
商
か

ら
買
っ
た
、
か
ち
割
り
の
氷
を
、
口
に
ほ
ほ
ば
っ
て
の

汗
だ
く
で
の
声
援
を
送
っ
た
。
記
憶
は
時
と
し
て
よ
み

が
え
る
。
当
時
と
現
在
で
は
、
大
会
の
出
場
校
も
多
く
、

野
球
の
技
術
も
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
し
た
の
で
、
後
輩
に
出

場
へ
の
夢
を
託
す
し
か
な
い
が
、
は
る
か
彼
方
に
感
じ

ら
れ
る
思
い
に
な
る
。
是
非
実
現
へ
の
望
み
を
抱
く
。

話
し
は
そ
れ
る
が
、
当
時
は
、
完
全
に
日
本
は
独
立
国

家
で
な
く
、
昭
和
二
十
六
年
九
月
八
日
に
日
米
間
に
平

和
条
約
が
結
ば
れ
て
、
始
め
て
独
立
国
家
と
な
っ
た
。

教
育
面
に
も
、
米
政
府
の
方
針
が
反
映
さ
れ
て
い
る
。

恩
師　

奥
山
先
生
の
手
記
『
都
工
物
語
』
に
も
記
さ
れ

て
い
る
が
、
私
の
記
憶
に
、
誤
り
が
な
け
れ
ば
、
社
会
、

英
語
等
の
教
科
等
は
、
本
人
の
選
択
で
、
土
木
、
建
築
、

機
械
、
電
気
の
各
科
の
生
徒
が
選
択
し
て
合
同
で
受
講

し
た
。
そ
の
科
目
を
受
け
た
他
科
の
生
徒
の
中
に
甲
子

園
の
グ
ラ
ン
ド
で
、
出
場
選
手
も
い
た
。
彼
等
と
机
を

並
べ
て
学
ん
だ
思
い
出
も
、
一
種
の
躍
動
感
を
憶
え
た

も
の
で
あ
る
。
現
在
も
折
に
触

れ
て
若
き
、
青
春
の
一
ペ
ー
ジ

の
思
い
出
に
よ
り
そ
う
。
参
考

ま
で
に
、
昭
和
二
十
六
年
八
月

の
全
国
高
校
野
球
大
会
の
試
合

経
過
を
添
付
し
ま
す
の
で
、
母

校
の
優
雅
な
足
跡
を
偲
ん
で
い

た
だ
き
た
い
。

い
と
い
う
こ
と
で
、
見
学
内
容
は
省
略
し
ま
す
。

尚
、
「
裁
判
所
ナ
ビ
（
N
A
V
I
）
」
は
、
検

索
す
れ
ば
容
易
に
見
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

　

見
学
会
の
後
は
、
近
く
の
全
国
町
村
会
館
の

「
ペ
ル
ラ
ン
」
で
、
懇
親
会
を
開
催
し
た
。
懇

親
会
に
は
、
昭
和
20
年
代
卒
の
大
先
輩
も
参
加

さ
れ
、
大
い
に
盛
り
上
が
っ
た
。
次
回
の
見
学

会
に
も
、
多
く
の
大
先
輩
が
参
加
さ
れ
る
こ
と

を
希
望
し
て
ペ
ン
を
置
き
ま
す
。

A
27　

田
中　

瑛
也

　

令
和
元
年
10
月
10
日
（
木
）
東
京
都
千
代
田

区
に
あ
る
最
高
裁
判
所
の
庁
舎
見
学
会
が
開
催

さ
れ
た
。
開
催
に
漕
ぎ
着
け
る
ま
で
の
裏
話
を

少
し
さ
せ
て
下
さ
い
。
見
学
の
話
が
出
た
の
は

5
月
初
旬
で
、
開
催
予
定
が
10
月
で
Ｍ
ニ
ュ
ー

ス
で
事
前
告
知
を
す
る
に
は
、
ど
う
す
れ
ば
良

い
か
と
迷
い
ま
し
た
。
最
高
裁
は
電
話
に
よ
る

事
前
予
約
を
見
学
希
望
日
の
「
2
週
間
前
か
ら

前
日
」
迄
に
求
め
ら
れ
、
事
前
予
約
は
、
電
話

の
先
着
順
と
な
っ
て
い
た
。
幹
事
会
で
、
取
り

敢
え
ず
10
月
1
日
の
開
催
予
定
を
決
め
て
Ｍ

ニ
ュ
ー
ス
原
稿
を
作
成
し
電
話
予
約
を
2
週
間

前
の
9
月
17
日
定
刻
9
時
に
電
話
し
た
が
、
な

か
な
か
つ
な
が
ら
ず
、
や
っ
と
つ
な
が
っ
た
ら
、

10
月
1
日
は
庁
舎
改
修
工
事
の
都
合
で
中
止
と

な
り
次
回
見
学
会
は
10
月
10
日
と
の
由
で
2
週

間
前
の
9
月
26
日
に
再
度
電
話
し
て
、
な
ん
と

か
10
月
10
日
の
見
学
予
約
が
取
れ
た
次
第
で
す
。

都
島
ク
ラ
ブ
事
務
局
よ
り
、
10
月
1
日
参
加
申

込
者
に
、
10
月
10
日
に
変
更
に
な
っ
た
旨
を

メ
ー
ル
連
絡
し
て
、
最
終
的
に
1
0
名
の
参
加

で
見
学
会
が
開
催
出
来
ま
し
た
。

　

見
学
会
は
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
チ
ェ
ッ
ク
を
受

け
た
後
、
裁
判
所
業
務
を
説
明
し
た
リ
ー
フ

レ
ッ
ト
「
裁
判
所
ナ
ビ
（
N
A
V
I
）
」
が
配

布
さ
れ
た
。
最
高
裁
判
所
広
報
課
の
女
性
職
員

か
ら
、
庁
舎
の
大
ホ
ー
ル
、
大
法
廷
の
説
明
を

受
け
た
が
、
こ
こ
で
は
、
大
ホ
ー
ル
に
あ
っ
た
、

2
体
の
彫
刻
の
紹
介
を
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

　

大
ホ
ー
ル
は
、
森
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
レ
リ
ー

フ
が
備
わ
っ
た
半
円
形
で
設
計
さ
れ
、
ガ
ラ
ス

天
井
か
ら
自
然
光
が
差
し
込
む
作
り
に
な
っ
て

い
る
。
大
ホ
ー
ル
に
展
示
さ
れ
て
い
る
「
椿
咲

く
丘
」
像
（
作
者
：
富
永
直
樹
）
と
「
正
義
」

像
（
作
者
：
圓
鍔
勝
三
）
の
2
つ
の
ブ
ロ
ン
ズ

像
が
あ
っ
た
。
写
真
撮
影
が
禁
止
さ
れ
て
い
た

の

で

、

イ

メ

ー

ジ

を

把

握

し

た

い

方

は

、

w
e
b
検
索
す
る
と
出
て
き
ま
す
。
「
椿
咲
く

丘
」
像
は
、
椿
の
花
が
咲
く
丘
の
ベ
ン
チ
に
仲

良
く
座
っ
て
い
る
男
の
子
と
女
の
子
の
ブ
ロ
ン

ズ
像
で
、
愛
と
平
和
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
作
ら
れ
、

公
平
な
裁
判
に
よ
っ
て
世
の
中
の
も
め
事
を
な

く
し
，
皆
が
仲
良
く
平
和
に
暮
ら
せ
る
よ
う
に

と
の
願
い
が
込
め
ら
れ
て
い
る
と
の
由
で
す
。

「
正
義
」
像
は
、
左
手
に
天
秤
、
右
手
に
剣
を

持
ち
、
ギ
リ
シ
ャ
神
話
の
法
の
女
神
「
テ
ミ

ス
」
を
モ
デ
ル
と
し
て
作
ら
れ
て
い
る
。
左
手

の
天
秤
は
「
公
平
・
平
等
」
を
、
右
手
の
剣
は

「
公
平
な
裁
判
に
よ
っ
て
正
義
を
実
現
す
る
と

い
う
強
い
意
志
」
を
表
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

〔
ギ
リ
シ
ャ
神
話
で
は
、
右
手
に
は
正
邪
を
断

ず
る
剣
を
掲
げ
，
左
手
に
は
衡
平
を
表
す
秤

（
は
か
り
）
を
持
つ
と
さ
れ
て
い
る
。
〕
背
景

が
薄
暗
か
っ
た
の
で
、
一
瞬
、
仏
像
の
様
な
印

象
を
受
け
た
。
尚
、
こ
の
像
に
は
、
種
々
な
バ

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
（
目
隠
し
し
た
像
、
天
秤
と
剣

の
形
、
持
ち
方
、
位
置
等
や
、
ギ
リ
シ
ャ
神
話
、

ロ
ー
マ
神
話
の
差
異
等
）
が
あ
る
。
「
椿
咲
く

丘
」
像
の
富
永
直
樹
は
長
崎
出
身
、
「
正
義
」

像
の
圓
鍔
勝
三
は
広
島
出
身
だ
が
、
長
崎
、
広

島
出
身
の
彫
刻
家
に
よ
る
2
作
品
が
大
ホ
ー
ル

に
展
示
さ
れ
て
い
る
の
は
偶
然
で
あ
り
、
広

島
・
長
崎
か
ら
想
定
さ
れ
る
特
別
な
理
由
は
な

い
と
の
説
明
が
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
説
明
が

あ
る
と
、
か
え
っ
て
、
日
本
人
は
色
々
と
想
像

し
て
み
た
く
な
る
も
の
で
す
。
2
つ
の
像
を
鑑

賞
し
た
後
、
大
法
廷
を
見
学
し
た
。
大
ホ
ー
ル

の
説
明
も
簡
単
で
、
民
事
裁
判
、
刑
事
裁
判
の

言
葉
は
出
て
き
た
が
、
詳
し
く
は
、
配
布
さ
れ

た
「
裁
判
所
ナ
ビ
（
N
A
V
I
）
」
を
見
な
さ

最
高
裁
判
所
見
学

2020年（令和2年）1月 第60号

夏
の
日
の
宴

E
35　

芳
仲　

宏

都島クラブ・見学会

2019.10.10最高裁判所見学
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10
月
25
日
（
金
）
に
、
有
楽
町
の
帝
劇
ビ
ル

地
下
に
あ
る
【
六
甲
ク
ラ
ブ
】
に
て
、
第
７
回

Ｍ
Ｍ
Ｓ
「
東
南
ア
ジ
ア
の
遺
跡
・
寺
院
を
訪
ね

て
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
の
講
師
は
A

科
57
年
卒
の
信
原
利
行
氏
で
、
総
勢
10
名
が
参

加
聴
講
し
ま
し
た
。
建
築
設
計
を
生
業
と
す
る

信
原
氏
が
、
そ
の
魅
力
に
魅
せ
ら
れ
て
、
こ
れ

ま
で
に
訪
問
さ
れ
た
東
南
ア
ジ
ア
6
ヵ
国
（
カ

ン
ボ
ジ
ア
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、

ベ
ト
ナ
ム
、
タ
イ
、
ラ
オ
ス
）
の
、
単
な
る
観

光
地
巡
り
で
は
な
い
、
遺
跡
や
寺
院
に
特
化
し

た
講
演
で
し
た
。
そ
れ
ら
の
建
築
お
よ
び
装
飾

の
特
徴
を
、
そ
の
源
と
な
る
そ
の
国
の
主
要
宗

教
と
の
関
係
を
交
え
て
、
写
真
を
中
心
に
分
か

り
や
す
く
説
明
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
画
像

「
東
南
ア
ジ
ア
Ｍ
Ａ
Ｐ
」
（
写
真
1
、
2
）
は
、

そ
の
一
部
を
今
回
の
氏
の
資
料
か
ら
引
用
さ
せ

て
い
た
だ
い
た
も
の
で
す
。
同
じ
仏
教
で
も
、

「
大
乗
仏
教
（
ど
ん
な
人
で
も
救
わ
れ
る
大
き

な
乗
り
物
の
よ
う
な
教
え
）
」
と
、
「
小
乗
仏

教
（
出
家
し
て
厳
し
い
修
行
を
積
ん
だ
僧
侶
だ

け
が
救
わ
れ
る
小
さ
な
乗
物
の
よ
う
な
教

え
）
」
が
あ
る
訳
で
す
が
、
そ
の
思
想
の
違
い

が
寺
院
建
築
様
式
に
現
れ
て
い
る
と
の
事
で
し

た
。
な
お
、
各
国
の
主
要
宗
教
は
写
真
3
の
画

像
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。
信
原
氏

が
初
め
て
東
南
ア
ジ
ア
を
訪
れ
た
の
20
年
前
、

Ｊ
Ｉ
Ａ
（
日
本
建
築
家
協
会
）
主
催
の
カ
ン
ボ

ジ
ア
ア
ン
コ
ー
ル
ワ
ッ
ト
ツ
ア
ー
と
の
こ
と
で

し
た
が
、
そ
の
後
1
〜
5
年
間
隔
で
合
計
7
回

行
か
れ
た
そ
う
で
す
。
そ
ん
な
中
2
0
0
2
年

に
行
か
れ
た
J
I
A
の
ア
ジ
ア
探
訪
ツ
ア
ー
で

は
、
都
工
大
先
輩
の
Ａ
科
27
年
卒
・
田
中
瑛
也

さ
ん
（
写
真
4
）
が
団
長
で
、
現
地
で
直
接
レ

ク
チ
ャ
ー
を
受
け
る
機
会
に
恵
ま
れ
た
と
、
懐

か
し
そ
う
に
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

な
お
M
M
S
の
終
了
後
は
、
参
加
人
数
は
少

な
か
っ
た
そ
う
で
す
が
、
懇
親
会
を
近
く
の
店

で
実
施
さ
れ
た
そ
う
で
す
。

第
７
回
M
M
S　

都
島
ク
ラ
ブ
・

　

ミ
ー
テ
イ
ン
グ
サ
ロ
ン
参
加
報
告

A
47　

西
口　

勝
臣

Ｍ
Ｍ
Ｓ
事
務
局

皆
様
の
ご
参
加
お
願
い
し
ま
す

Miyakojima
Club
Meeting
Salon

MMS
07

MMS08

第
8
回
Ｍ
Ｍ
Ｓ 

開
催
の
ご
案
内

　

第
8
回
Ｍ
Ｍ
Ｓ
を
左
記
の
通
り
開
催
致
し
ま
す
。

先
輩
や
後
輩
が
技
術
を
題
材
と
し
た
こ
れ
ま
で
の

経
験
、
伝
承
し
た
い
こ
と
を
語
り
、
後
輩
に
お
い

て
は
各
分
野
で
の
現
状
報
告
や
最
新
の
状
況
を
先

輩
に
伝
え
る
こ
と
を
目
的
と
し
会
員
間
の
親
睦
を

図
り
ま
す
。
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
終
了
後
は
付
近
で
の

懇
親
会
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
皆
様
の
ご
参
加
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

講　
　

師　

M
41　

米
田　

博
美　

氏

内　
　

容　

『
ス
ペ
イ
ン
語
と
ス
ペ
イ
ン
の
魅
力
』

開 

催 

日　

4
月
3
日
（
金
）
18
時
30
分
～
20
時
30
分 

開
催
場
所　

六
甲
ク
ラ
ブ
・
帝
劇
ビ
ル
B
2

会　
　

費　

2
0
0
0
円
（
懇
親
会
費
別
）

申
込
締
切　

3
月
20
日
（
金
）

申
込
方
法　

事
務
局
・
馬
江
ま
で
科
、
卒
年
、
氏
名

　
　

 

　
　

を
電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
又
は
Ｅ
メ
ー
ル
に

　
　
　
　

 

て
御
申
込
み
下
さ
い
。

Ｔ
Ｅ
Ｌ
・
Ｆ
Ａ
Ｘ 0

4
5
-
8
4
1
-
8
8
8
5

Ｅ
メ
ー
ル 

h
a
r
1
9
4
2
u
m
a
e
@
i
r
i
s
.
o
c
n
.
n
e
.
j
p

★米田　博美氏（M41）略歴
昭和４１年　(1966) 大阪市立都島工業高等学校　機械科卒業
昭和４６年　(1971) 天理大学外国語学部イスパニア学科卒業
昭和４７年　(1972) マドリッド・コンプルテンセ大学文哲学部留学　　                   
　
昭和５５年　(1980) 青山学院大学経済学部第Ⅱ部経済学科卒業
昭和４９年　(1974～2014) メキシコ大使館公式翻訳官としてメキシコ外務省入省　
　　　　　　　　　
昭和５８年  (1983) 青山学院大学、駒沢大学兼任講師（30年間両大学に勤務）
平成２６年　(2014) 神奈川大学外国語学部スペイン学科兼任講師　現在に至る

2013年 「A&H翻訳サービス」（日英独仏中スペイン語）を大学教員と結成し、
主に日本語－スペイン語－日本語の経済関係の翻訳業務を行う。
日墨関係等を主とした論文、訳書、出版物等を発表
日本ラテンアメリカ学会会員

★次回MMS★

報告

御案内

M
M
S
講
師
・テ
ー
マ
を
募
集

　

Ｍ
Ｍ
Ｓ
の
講
師
と
聞
い
て
み
た
い
テ
ー
マ
を
募

集
し
て
い
ま
す
。
講
師
を
や
っ
て
み
た
い
方
や
皆

様
の
ご
意
見
を
是
非
事
務
局
・
馬
江
氏
ま
で
メ
ー

ル
等
で
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

M
M
S
実
行
委
員
会

2020年4月3日（金）18：30開催

スペイン語とスペインの魅力

東南アジアの
遺跡・寺院を訪ねて
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訃報

2019見学会

第20回陶芸会
を開催しました

は2020年に順延します

『ガラスの茶室・光庵』見学

　＆国立新美術館建物と美術鑑賞

M18・12年卒 中村　清氏  2018年12月

A25年卒　　 西阪　勲氏　2018年8月

E32年卒　　 堀　隆志氏　2015年1月

謹んでご冥福をお祈り申し上げます。

※Mニュース59号の訃報欄で誤記がありま
した、おわびと共に下記に訂正をさせて
いただきます。

誤A20年卒　 尾原　康夫氏　2017年1月
正A17年卒　 尾原　康夫氏　2017年1月

次号のMニュースは令和2年7月

発行予定です。

事務局メールアドレス

一般社団法人浪速工業会・都島クラブ事務局・馬江 治喜

har1942umae@iris.ocn.ne.jp

国立新美術館外観

ガラスの茶室・光庵

くにたち自游工房にて 参加者の作品

HIT STUDIO TOKYOにて

熱唱中の五十嵐氏と成世氏

　

毎
年
恒
例
の
青
甍
会
主
催
の
陶
芸
会
が
9
月

7
日
（
土
）
A
46
柚
木
寿
雄
氏
の
「
く
に
た
ち

自
游
工
房
」
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
陶
芸
会

は
2
0
0
0
年
よ
り
毎
年
開
催
さ
れ
今
回
は
20

回
目
の
開
催
に
な
り
ま
し
た
。
参
加
者
は
5
名

+
1
名
で
、
初
参
加
の
A
H
19
年
卒
日
野
口
徹

さ
ん
が
親
子
で
参
加
さ
れ
ま
し
た
。
13
時
半
か

ら
約
4
時
間
程
か
け
て
陶
芸
制
作
を
し
た
後
、

工
房
で
当
日
開
催
さ
れ
る
「
小
さ
な
飲
み
会
」

に
有
志
に
て
合
流
参
加
し
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

作
品
は
乾
燥
、
釉
薬
掛
け
、
焼
成
の
工
程
を
工

房
で
行
な
い
12
月
に
作
品
を
受
け
取
り
ま
し
た
。

　

11
月
17
日
東
京
浅
草
見
番
に
て
、
桂　

米
左
氏

（
Ａ
科
59
年
卒　

木
村　

桂
氏
）
の
東
京
公
演
が
有

り
ま
し
た
。
今
回
で
22
年
連
続
開
催
と
な
り
、
昨
年

ま
で
は
東
京
調
布
市
で
の
公
演
も
あ
っ
た
の
で
す
が
、

今
年
は
浅
草
見
番
の
み
と
な
り
ま
し
た
。
演
目
は

『
崇
徳
院
』
と
『
猫
の
忠
信
』
の
2
席
で
し
た
。
本

当
に
気
楽
に
大
阪
の
お
噺
を
聞
く
こ
と
が
出
来
て
久

し
ぶ
り
に
楽
し
い
思
い
を
し
ま
し
た
。
只
都
島
ク
ラ

ブ
よ
り
総
勢
5
名
の
参
加
で
少
し
寂
し
い
気
が
し
ま

し
た
。
Ｍ
ニ
ュ
ー
ス
の
7
月
号
に
は
案
内
を
記
載
し

て
お
り
ま
す
の
で
、
多
数
の
ご
参
加
を
期
待
し
て
お

り
ま
す
。

　

年
の
瀬
も
押
し
迫
っ
た
12
月
16
日
、
昨
年
よ
り
場

所
・
構
成
を
新
た
に
し
て
始
ま
っ
た
成
世
昌
平
氏

（
C
I
科
45
年
卒
堀
辺　

茂
樹
氏
）
の
東
京
駅
八
重

洲
口
の
H
I
T　

S
T
U
D
I
O　

T
O
K
Y
O
に

て
開
催
の
合
同
フ
ァ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
に
参
加
し
ま

し
た
。
本
部
の
藤
原
広
報
部
長
よ
り
の
ご
案
内
で
、

昨
年
は
12
月
に
入
っ
て
の
案
内
で
、
会
員
の
皆
様
へ

連
絡
す
る
時
間
が
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
今
回
は
早

め
に
ご
連
絡
を
頂
き
メ
ー
ル
で
都
島
ク
ラ
ブ
会
員
の

一
部
の
人
に
連
絡
し
ま
し
た
。
今
年
は
C
I
科
37
年

卒
五
十
嵐
さ
ん
、
C
I
科
40
年
卒
菅
家
さ
ん
の
ご
出

席
を
頂
き
3
名
で
参
加
し
ま
し
た
。
前
座
に
六
本
木

ヒ
ロ
シ
さ
ん
、
竹
川
美
子
さ
ん
の
出
演
が
有
り
、
最

後
の
執
り
に
成
世
昌
平
さ
ん
が
出
演
し
ま
し
た
。
数

曲
持
ち
前
の
唄
を
披
露
し
た
後
、
12
月
14
日
に
公
益

財
団
法
人
日
本
民
謡
協
会
よ
り
名
人
位
を
受
賞
さ
れ

た
こ
と
の
発
表
が
あ
り
、
場
内
割
れ
ん
ば
か
り
の
大

き
な
拍
手
で
祝
し
ま
し
た
。
最
後
に
カ
ラ
オ
ケ
タ
イ

ム
と
な
り
、
五
十
嵐
さ
ん
が
挙
手
し
て
、
じ
ゃ
ん
け

ん
に
勝
ち
、
成
瀬
さ
ん
の
ヒ
ッ
ト
ソ
ン
グ
“
は
ぐ
れ

コ
キ
リ
コ
”
の
最
後
の
3
番
を
舞
台
に
上
が
っ
て
日

頃
の
“
の
ど
”
を
披
露
し
ま
し
た
。
来
年
は
も
っ
と

早
く
事
務
局
へ
連
絡
い
た
だ
け
れ
ば
M
ニ
ュ
ー
ス
に

も
記
載
し
て
、
会
員
の
皆
様
へ
連
絡
い
た
し
た
く
思

い
ま
す
。

M
ニ
ュ
ー
ス
の
原
稿
が
不
足
し
て
い
ま
す
。
思
い
出
、

体
験
談
な
ど
自
由
な
テ
ー
マ
で
原
稿
を
E
メ
ー
ル
で

事
務
局
ま
で
お
送
り
く
だ
さ
い
。

 

10
月
12
日
（
土
）
に
予
定
さ
れ
て
い
た
青
甍
会

2
0
1
9
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
見
学
会
は
台
風

1
9
号
の
影
響
を
受
け
て
已
む
無
く
中
止
と
な

り
ま
し
た
。
見
学
タ
イ
ト
ル
は
ガ
ラ
ス
の
茶

室
・
光
庵
見
学
と
新
国
立
美
術
館
建
物
と
美
術

鑑
賞
で
し
た
。
ガ
ラ
ス
の
茶
室
・
光
庵
は
新
国

立
美
術
館
の
玄
関
付
近
で
展
示
さ
れ
て
い
る
も

の

で

、

展

示

期

日

を

調

べ

た

と

こ

ろ

、

2
0
2
1
年
5
月
ま
で
展
示
さ
れ
て
い
る
こ
と

が
判
り
ま
し
た
。
よ
っ
て
今
年
度
の
青
甍
会
の

見
学
会
は
9
月
か
ら
11
月
の
間
で
同
様
の
企
画

で
リ
ベ
ン
ジ
開
催
を
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
詳

細
は
次
号
M
ニ
ュ
ー
ス
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
の

で
、
皆
様
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

青甍会 台
風
1
9
号
の
影
響
で
中
止

　
　

と
な
っ
た
青
甍
会
見
学
会

M
ニ
ュ
ー
ス
原
稿
募
集

第
2
0
回
陶
芸
会
参
加
報
告

第
22
回　

桂　

米
左

　
　
　
　
　
　

独
演
会
に
参
加
し
て

A
57　

信
原　

利
行

A
57　

信
原　

利
行

事
務
局
よ
り

独演会

桂 米左皆
様
の
原
稿
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
！

事
務
局
ま
で
お
送
り
下
さ
い
。

E
36　

馬
江　

治
喜

成
世
昌
平
氏
・合
同
フ
ァ
ン

　

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
に
参
加
し
て

E
36　

馬
江　

治
喜


